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長野県産アスパラガス

栽培の問題点を考える
長野県農業総合試験場
花!き~研究員

塚田元
はじめに

長野県のアメパ;ラガスはグリ{ン栽培であるが3 多年

生宿根性作物芳、あるためにグリーン， ホワイトの別な

く，アスパラガスには他の作物と異なった特性が多く，

栽培上の問題点も，多年生作物であるがために生じる場

合が多い。

グリーン栽培の作型は露地栽培， トンネル早熟栽培，

促成栽培などに区分されるが，専用根株を養成し，掘り

上げ3 伏せ込みを行なう促成栽培を除けば，被覆栽培が

行なわれるか否かによる作型展開となる。

被覆栽培も，こも被覆やトンネル開閉の労力軽減，早

期出荷をねらいとした大型化が進み，従来の一重小型ト

ンネル栽培は少ない。早期出荷をねらいとした大型二重

トンネルの導入は，晩霜による品質低下，減収の回避

や，できるだけ販売単価の高い時期に出荷するところ

に，その目的が求められる。

第 1図は出荷時期別の生産量と，単価の推移を示した

ものであるが，時期別の生産量は 3月上旬からしだいに

増加し， 5月中旬がピークとなる。 5月中旬のピーグ

は，早期出荷をねらいとした被覆栽培の後半と，露地栽

培の前半の収穫がこの時期に重なることによる。

第 1図 時期別生産量と単価の推移 (52年)
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要があるがi資材毛，濯水施設の導入などで， r手のかか

らない作物」とぽほど遠い集約栽培が行なわれることに

なる。

減収要因の解明とその対策

第 2図は，年次別の生産量と単価の動きをみたもので

あるが，単価は極めて順調な伸びを示している。しかし

生産量については，栽培面積が増加しているにもかかわ

らず， 50年， 52年には生産量の低下が認められる。とく

に52年度の落ち込みは大きく， 51年対比25%の減少を示

している。

第 2図 年次別生産量と単価の推移
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最近の減収傾向は，新しい産地に比し以前から栽培が

行なわれている産地に目立ち，しかも栽培農家聞や圃場

開格差が，しだいに大きくなっていることがあげられる。

長野県におけるアスパラガス栽培の最も大きな問題

生 は，主産地での収量が，しだいに減収傾向を示している
産

量 ことにある。この減収要因の解明と，その対策が急務と

なっているが，減収要因の主なものとしては3 ① 株の

年生が進んでいること，②栽培管理の不徹底や収穫期

設定の不備，③ 土壌の劣悪化，④ 病害虫の発生など

があげられよう。

株の年生が進んでいるために減収を示しているのは，

古い産地に多く，単に年生が進んでいるためだけで、はな

し病害や土壌の劣悪化など，いくつかの要因が重なる
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一方，単価の推移をみると， 3月以降価格は下降しつ ためによって起こる場合が多く，これらは多年生作物の

づけ， 6月上旬の価格は 3月の30%程度となる。したが 特色ともいえる。一般には，収量のピーグが 6'"'-'7年生

って， 5月中旬にくる出荷量のピークを，できるだけ分 株に求められるが，この年生をまたず、に減収を示す圃場

散させると同時に，早出しによる収益性の向上を計る必 が増加していることに』問題がある。
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2条がけ大型トンネルによる早出し栽培 置換性苦土，加里や有効燐酸などは明らかに低収圃場

一…・この作型が増加している ほど少なし 300旬以下の不良圃場ではこの傾向が著し

い。置換性石灰はいずれの闘場も少なし水溶性アルミ

ナは圃場聞の差が極めて大きい。

10 a当たり 300旬以下の不良圃場は，土壌の劣悪化が

著しく，これらのことからも土壌条件が収量性に極めて

大きな影響を及ぼしているかがわかる。

これら低収圃場では，石灰の施用による酸度矯正や，

有効燐酸の確保などが必要となる。しかしながら，劣悪

化した土壌の完全な矯正は難しく，基本的には，定植時

の深耕や有機物の施用などに，十分な配慮が必要となろ

う。また，定期的な圃場診断による，早期土壌改良に努

栽培管理の不徹底は，本来，アスパラガスは「手のか める姿勢がほしい。

からない作物」的な観が強いためであり，収穫後は放任 アスパラガスにみられる主要病害のうち，本県で問題

栽培とし除草や肥培管理を省略してしまう傾向があり， となるのは茎枯病，立枯病，紫紋羽病などであろう。こ

多年生作物と しての位置づけが十分でない場合が多い。 のうち，茎枯病は最も被害面積が多く，減収や株の表弱

また，収穫後の過繁茂や，梅雨期の病害発生を回避す の大きな要因となっていたが，最近の防除法の検討結果

るために長期にわたる収穫を行ない，株養成が不十分の から，適期防除や散布団数を増すことによって，十分な

まま次年度の収穫をむかえ，しだいに株の衰弱を早めて 効果をあげられるまでにいたっている。一方，立枯病ゃ

いる場合もある。 紫紋羽病などのような土壌病害の発生は， 今後しだいに

土壌の劣悪化による減収 第 1表収量による区分 増加することが予想され，果樹園や桑園の跡地に作付さ

は，アスパラガス栽培にと

って最も重要，かつ深刻な

問題でもある。-.e..定植さ

収量kg 比率% ※

801 以 上 I 1 1 
501-800 27 
301-500 41 
300 以 下 21

れることが多いアスパラガスでは，圃場選定には十分な

注意が必要となろう。

以上あげてきた減収の原因となる要因は， 単独に発生

れた圃場では，地下部の生 ※調査数44ケ所収量は1伽当た り することは少な く，いくつかの要因が重な り合って， し

育が旺盛なた 第2表収量t土壌調査における基準内比率 (%)(1977) 

めに，地下部

の傷害なしに 収量

十分な深層ま 21800 
での土壌改良 301-500 

は困難で， こ 300以下

のために土壌の物理性や化学性が急激に悪化していくこ

とが想定される。第 1表，第2表は，土壌の物理性や化

学性と収量と の関連性について調べたものである。

調査圃場数は44ケ所で，これらの圃場を，それぞれそ

の収量によって区分し，その比率を示したのが第 1表で

ある。 10a当たり 801kg以上を示した優良圃場は全体の

11%， 300 旬以下の不良圃場は21%で，圃場開格差が大

きいことが認められる。

土壌硬度は，中程度の収量を示した闇場で大きく，

801旬 以上を示した優良圃場でも，深部の物理性の悪化

が認められる。。一方，土壌pHは低収圃場ほど酸性を

示し，深さ15"-'30cmの301"-'500kg，300旬以下に区分さ

れる圃場では，いずれも pH6.0 以上を示した。
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※調査数44ケ所，基準は比率算出の目安とする.

だいに作柄を不安定にしてゆくものであり，多年生作物

としてのアスパラガスを十分把握することが，これらの

問題を解決する第 1歩となろう。

一一一一ー 寒が明けて，時には身にしみる寒き
あとがき

市町一町一曹 を感ずる日もありますが，自然の営み
は全く克明なもので，時々刻々と春のきざしが感じ
られます。空を仰し、で，思わず “ホウ…"とつぶや
く時もあります。と云っても，この感慨をもらすの
は，編集子のよ うに太平洋側の平坦部に生活してい
る者たちだけであって，日本海側から北海道方面に
生活される方々にとって，春はまだ，まだ先のこと
でしょう。
情最近，と角編集の手順が前後して，その度に読者
各位にご迷惑をおかけしておりますが，出来る限り
早く正常に戻します。ご諒承下さい。 (K生〉
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